
 

栗 東 市 
 提供年月日 令和6年4月26日 

 担 当 部 署 歴史民俗博物館 

資 料 提 供 

  

タイトル（事業名） 埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ― 

概 要 

 

【内 容】 

栗東市内には、縄文時代から近代にかけての多種多様な遺跡

が存在し、毎年多くの発掘調査が行われています。栗東歴史民

俗博物館では開館以来、出土遺物や写真パネルを通して、発掘

調査の成果を紹介する展覧会を定期的に開催してきましたが、

近年はコロナ禍の影響もあり、十分なかたちで実施できずにい

ました。 

今回は、平成 26年度以来 10年ぶりとなる埋蔵文化財発掘調

査成果展を開催いたします。平成から令和へと移り変わったこ

の間に、栗東市内での発掘調査で得られたバラエティに富んだ

様々発見を紹介します。 

  

【日  時】  

会期：令和6年5月25日（土曜日）から7月21日（日曜日） 

開館時間：9時30分から17時（入館は16時30分まで） 
 会期中の休館日：毎週月曜日（7/15を除く）、 

7月 16日（火曜日） 

 

【場  所】 

栗東歴史民俗博物館 第2展示室 

 

【対  象】 

一般・どなたでも 

 

【主 催 者】 

栗東市教育委員会、公益財団法人栗東市スポーツ協会 

 

【問 合 せ】 

栗東歴史民俗博物館（077-554-2733） 

 

【そ の 他】 

【関連企画】 

 ○講座「三足壺の発見！―近江の渡来人―」 

：6月1日（土曜日）14時から15時30分 



○展示解説会：6月1日（土曜日）15時30分から（1時間程度） 

○シンポジウム「蜂屋廃寺と法隆寺」 

：6月29日（土曜日）13時から16時45分 

 

※ ○講座「三足壺の発見！―近江の渡来人―」 

  と 

○シンポジウム「蜂屋廃寺と法隆寺」 

は要事前申込。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の有無 あり（校了データ） 

 



 

栗 東 市 
 提供年月日 令和6年4月26日 

 担 当 部 署 歴史民俗博物館 

資 料 提 供 

  

タイトル（事業名） 
「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」 

 関連企画 講座「三足壺の発見！―近江の渡来人―」 

概 要 

 

【内 容】 

令和 4年度に実施された椿山池ノ浦遺跡（栗東市安養寺）の

発掘調査では、朝鮮半島にルーツを持つとされる、7世紀の三

足壺が発見されました。全国でも 30 例余り、近畿地方では 2

例しか知られていなかった三足壺の発見は、栗東周辺を中心と

する近江の渡来文化を考える上で貴重なものして注目されま

す。 

「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」の関連企

画として開催するこの講座では、発掘調査の担当者が、三足壺

発見の意義と、そこから分かる近江の渡来文化についてお話し

します。 

 

【日  時】  

令和6年6月1日（土曜日）14時から15時30分 

 

【場  所】 

栗東歴史民俗博物館 研修室 

 

【対  象】 

一般・どなたでも 

   

【主 催 者】 

栗東市教育委員会、公益財団法人栗東市スポーツ協会 

 

【問 合 せ】 

栗東歴史民俗博物館（077-554-2733） 

 

【そ の 他】 

講師：近藤 広 

（公益財団法人栗東市スポーツ協会 特任技師） 

参加費：無料 

対象：一般、どなたでも 

定員：80人（要事前申込、先着順） 



申込方法：5月1日（水曜日）9時30分より 

栗東歴史民俗博物館に電話（077-554-2733） 

もしくは直接窓口で申込 

※申込方法の詳細は栗東歴史民俗博物館ホームページをご参

照下さい。 

 

＊講座終了後の15時30分より、第2展示室で「埋蔵文化財発掘

調査成果展―平成から令和へ―」の展示解説会を開催します。 

（展示解説会は参加申込不要です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の有無 
あり 

（「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」と同一） 
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タイトル（事業名） 
「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」 

 関連企画 シンポジウム「蜂屋廃寺と法隆寺」 

概 要 

 

【内 容】 

 栗東市蜂屋では古代寺院の伝承があり、少量ながら法隆寺式

の瓦が出土するなどその存在が推測されていました。 

蜂屋遺跡では 2018 年、遺跡東端部の発掘調査において溝に投

棄された大量の瓦が出土しました。その中に法隆寺（奈良県）

と共通する文様をもつものがまとまってみつかり、法隆寺と関

連の深い古代寺院があったことが明らかになってきました。 

「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」の関連企

画として開催するこのシンポジウムでは、考古学や建築史の専

門的な見地から、幻の古代寺院蜂屋廃寺について考えます。 

 

【日  時】  

令和6年6月29日（土曜日）13時30分から16時45分 

 

【場  所】 

栗東歴史民俗博物館 研修室 

 

【対  象】 

一般・どなたでも 

   

【主 催 者】 

栗東市教育委員会、公益財団法人栗東市スポーツ協会 

 

【問 合 せ】 

栗東歴史民俗博物館（077-554-2733） 

 

【そ の 他】 

講師：小笠原 好彦 さん（滋賀大学名誉教授） 

     山岸 常人  さん（京都大学名誉教授） 

小島 孝修  さん 

（公益財団法人滋賀県文化財保護協会 主幹） 

参加費：無料 

対象：一般、どなたでも 



定員：80人（要事前申込、先着順） 

申込方法：6月4日（火曜日）9時30分より 

栗東歴史民俗博物館に電話（077-554-2733） 

もしくは直接窓口で申込 

※申込方法の詳細は栗東歴史民俗博物館ホームページをご参

照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の有無 
あり 

（「埋蔵文化財発掘調査成果展―平成から令和へ―」と同一） 

 

 


